





























































































































































予想通 り,使用分野には大 きなかた よりがあ り,対話,会話文では約90
%が ｢か ら｣を用い, これに対 して随筆,身辺 雑記 な どで は ｢ので｣ が
(江2)
｢か ら｣を上回った｡ この結果は先学の調査で も同様の数値を示 している
即 ち ｢か ら｣の本質的なはた らきほ会話の中で発揮 され, ｢ので｣のほ
た らきほ戯 曲の ト書 き (永野1988)や商品の説明書 (遷1988)など一方的
な伝達文の中に見出だされた｡
この ような分布の差が何を意味す るかについては従来 ｢か ら｣のモダ リ
テ ィとの結びつ き,及び ｢ので｣の客観性にあると説明されてきた｡
(注1) 随筆･=文体差を考慮し,複数の書き手による短編を選んだO
日経夕刊 1988 9月～11月 50編 (原ひろ子 北村太郎
竹内宏 阿部牧郎 加藤幸子 俊江衆- 小山内美江子 秋
田とき子)
対話-･ユリイカ1988 8月号 (未来都市のアルシーダ 伊藤俊治/
川本三郎 スーパーネイチャーと向きあうスピード 中沢新
一/石井聡互)
文学界1988 3月号 (快著会読 川本三郎/奥本大三郎/池
内紀)
向田邦子全対談 文春文庫 (対談者18人) 山口瞳 小野田
勇 水上強 江国滋 小田島雄誌 谷川俊太郎 山藤章二
苦行淳之介 二子山勝治 竹脇無我 剰lト 政 窪地久枝
倉本聡 下信一 阿川弘之 和田誠 矢口鈍 矢崎泰久
(注2) 伊藤勲氏 (1986)が調査された4編の文学作品 (三浦朱門｢箱庭｣
柴田 期 ｢されどわれらが日々｣ 森村 桂 ｢天国にいちばん近い
島｣ 永井路子 ｢朱なる十字架｣)について,地の文 ｢から｣72%
｢ので｣28%に対し会話文では ｢から｣96.5% ｢ので｣3.5%と大
差のあることを述べられている｡













































































25)はじめ飛行機にのったが,案外ゆれない ( )安心した｡ (出典
12)









































































































































































































































































































































































































































































2 日本経済新聞 1988.10.21 佐江衆-



















永野賢 (1988) 再説からとのではどう違 うか アンケート例
〟
/ 14 キ-/グ S24.7 (永野1952用例)
〟 15 日経 1988.ll.4 竹内宏
〟 16 ノケ 〟 11,11 北村太郎
〟 17 エ コノ ミス ト S24.12 (永野1952用例)
〟 18 日経 1988.10 佐江衆-
〟 19 矢野健太郎 数学の楽しさ (早稲田)
〟 20 言語学研究会 ･構文論グループ 条件づけを表現するつきそいあわせ文
用例 (教育国語87)
〟 21 団伊久贋 印鑑 (早稲田)
〟 22 都留重人 経済を見る目 (早稲田)
/ 23 日経 1988.10.22 1恒Li内美江子
〟 24 〟 〟 9.17 〟
〟 25 三浦朱門 箱庭 (伊藤用例)
〟 26 〟 〟 〟
〟 27 柴田糊 されどわれらが日々
〟 28 向田邦子対談集
/ 29 文学界 1988.3 快著会談
〟 30 向田邦子対談集
〟 31 避順文 用例53
〟 32 〟 〟 27
〟 33 菊地寛 半自叙伝 (永野用例)
〟 34 日経 1988.10.3 小山内美江子
〟 35 森鴎外 雁
〟 36 徳田秋声 あらくれ
〟 37 日経 1988.10.15 /打切勺美江子
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